



































2017年度には、 7日は紙で行い実際の Web宿題は 93H間となった。紙で行った分は統

















宿題を 100題正解した学生はテストで 0点でも成績は 100点になる。ただし、テストを
受けない場合は宿題点が 100点でも成績を 0点にすることとし、学生諸君にも周知を徹底
した。
2019年度は講義の参加者数は毎回 5、6人だったが、宿題を 50日以上行った学生は 20
人、 20日以上行っていた学生は 26人だった。テストを受けたのは 33人である。
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0 ~ ， 3 1 
10 ~ 19 6 4 
20 ~ 29 3 2 
30 ~ 39 8 3 
40 ~ 49 6 2 
50 ~ 59 1 4 
60 ~ 69 4 5 
70 ~ 79 3 2 
80 ~ 89 3 3 
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～ ， 10 4 
10 ～ 19 5 3 
20 ~ 29 4 2 
30 ~ 39 3 2 
40 ~ 49 2 2 
50 ~ 59 2 4 
60 ~ 69 6 5 
70 ～ 79 3 2 
80 ~ 89 3 3 
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2017年度 38. 1 
2019年度 | 54. 5 | 54. 5 
換算平均点＝ （平均点／満点） X100 
29. 1 
32.2 
こちらもテスト点同様平均点が 2019年度の方が 2017年度より高い。（実は、 2019年度
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図 7 2019年度テスト点と Web宿題点の相関





テスト点が平均末満 29. 3 39.4 
テスト点が平均以上 42.2 72.5 











Web宿題点が平均未満 37. 7 35. 3 
Web宿題点が平均以上 48.2 61. 8 











































































































































































































































































































































率であった。出席率とは逆に Web宿題の得点（成功回数）は、 2017年度は 35.4で、 2019
年度 54.5と逆転している。なぜそうなったのか今の段階ではわからない。出席率の変化の










2と図 3、図 4と図 5を比べると、どちらも 2019年度の方が山が低くなっているように見
える。これは学生の多様化が進んだことを表しているように思える。
1つ気が付いたことがある。それは、それぞれの学生が Web宿題をする時間帯がだいた
い決まっているということである。日付が変わった直後に解答する学生、早朝の 3時～5
時に解答する学生、夕方に解答する学生などさまざまだったが、「同じ学生は同じ時間帯に
Web宿題をする傾向」が強かったのである。それは、それぞれに生活のリズムがあり、そ
の中で Web宿題をする時間帯が決められるからだろうと思う。この事実は一見当たり前
のようだが、著者には指導上の重要なポイントであるように思える。たとえば、ときどき
語られる「時間が空いたとき、臨機応変に Webを見て勉強する」というスタイルとは違う
スタイルを学生は取っているということである。
謝辞
ご協力いただいた静岡産業大学情報学部の先生方、また、学生諸君に感謝します。
参考文献
[I]小林健一郎『数学学習におけるネット利用』静岡産業大学情報学部紀要第 21号 (2018)
p133 -p147 
-11-
